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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公開番号】特開2009-178122(P2009-178122A)
【公開日】平成21年8月13日(2009.8.13)
【年通号数】公開・登録公報2009-032
【出願番号】特願2008-21694(P2008-21694)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｃ  11/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｃ  11/02    ３３０Ａ
   Ａ０１Ｃ  11/02    ３３０Ｂ
   Ａ０１Ｃ  11/02    ３３０Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月29日(2011.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機体の前部に格納した格納位置と、前記格納位置から前方に移動し地上から操作可能な
作業位置とに位置変更可能な操作具を備え、
　前記格納位置と前記作業位置との間に中間位置を設定し、前記中間位置と前記作業位置
との間で、前輪デフ機構がデフロック状態に操作されるように構成してある乗用型田植機
。
【請求項２】
　前記操作具とは別のデフロック操作具を運転部のフロアに備え、前記デフロック操作具
により前記前輪デフ機構がデフロック状態に操作されるように構成してある請求項１記載
の乗用型田植機。
【請求項３】
　前記デフロック操作具の動作が前記操作具側に伝達されるのを阻止する阻止手段を備え
てある請求項２記載の乗用型田植機。
【請求項４】
　前記操作具に、植付走行時の照準となる照準部材を備えてある請求項１～３のいずれか
一項に記載の乗用型田植機。
【請求項５】
　前記操作具に、機体を停止させる機体停止スイッチを備えてある請求項１～４のいずれ
か一項に記載の乗用型田植機。
【請求項６】
　地上から前記作業位置における操作具を下方に向けて押圧することにより、前記操作具
を介して機体の前部を押し下げ操作可能に構成してある請求項１～５のいずれか一項に記
載の乗用型田植機。
【請求項７】
　前記格納位置と前記作業位置との間の範囲の一部において、ブレーキ装置が制動側に操
作されるように又は主クラッチが切り側に操作されるように構成してある請求項１～６の
いずれか一項に記載の乗用型田植機。
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【請求項８】
　前記操作具が前輪を右及び左に操向操作する操縦ハンドルである請求項１～７のいずれ
か一項に記載の乗用型田植機。
【請求項９】
　前記操作具を前後方向にスライド操作自在に構成して、前記操作具を後方にスライド操
作することにより前記操作具を前記格納位置に位置変更し、前記操作具を前方にスライド
操作することにより前記操作具を前記作業位置に位置変更するように構成してある請求項
１～７のいずれか一項に記載の乗用型田植機。
【請求項１０】
　前記操作具を前記格納位置から所定長さだけ前方にスライド操作した位置を前記中間位
置として設定してある請求項９記載の乗用型田植機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の第６特徴によると、操作具を用いての畦越え作業の作業性を更に向上できる。
［ＶＩＩ］
（構成）
　本発明の第７特徴は、本発明の第１～第６特徴の乗用型田植機において、次のように構
成することにある。
　前記格納位置と前記作業位置との間の範囲の一部において、ブレーキ装置が制動側に操
作されるように又は主クラッチが切り側に操作されるように構成してある。
［ＶＩＩＩ］
（構成）
　本発明の第８特徴は、本発明の第１～第７特徴の乗用型田植機において、次のように構
成することにある。
　前記操作具が前輪を右及び左に操向操作する操縦ハンドルである。
［ＩＸ］
（構成）
　本発明の第９特徴は、本発明の第１～第７特徴の乗用型田植機において、次のように構
成することにある。
　前記操作具を前後方向にスライド操作自在に構成して、前記操作具を後方にスライド操
作することにより前記操作具を前記格納位置に位置変更し、前記操作具を前方にスライド
操作することにより前記操作具を前記作業位置に位置変更するように構成してある。
［Ｘ］
（構成）
　本発明の第１０特徴は、本発明の第９特徴の乗用型田植機において、次のように構成す
ることにある。
　前記操作具を前記格納位置から所定長さだけ前方にスライド操作した位置を前記中間位
置として設定してある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　４　　　　　運転部
　１３　　　　フロア
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　１９　　　　ブレーキ装置
　２６　　　　主クラッチ
　４０　　　　前輪デフ機構
　４４　　　　デフロックペダル（デフロック操作具）
　６０　　　　操作アーム（操作具）
　６０Ｃ　　　センターマスコット（照準部材）
　７０Ａ　　　第１長穴（阻止手段）
　８０　　　　機体停止スイッチ
　Ａ　　　　　格納位置
　Ｃ　　　　　中間位置
　Ｄ　　　　　作業位置
　Ｈ　　　　　操縦ハンドル


	header
	written-amendment

